
借款援助大国フランス

　2023年１月の経済協力開発機
構（OECD）データベースの外
務省資料の開発援助委員会
（DAC）諸国の開発援助手法別
実績によると、世界の援助国序列
は次の通りである。
　１位米国（483億ドル）、２位
ドイツ（362億ドル）、３位日本
（220億ドル）、４位フランス
（194億ドル）、５位英国（165
億ドル）、６位イタリア（66億
ドル）、７位カナダ（64億ド
ル）、８位スウェーデン（60億
ドル）、９位オランダ（53億ド
ル）、10位ノルウェー（47億ド
ル）。
　次に、援助の性質を比べてみる
と、無償の協力の割合は、米国が
80％、次いでノルウェー73％、
オランダ62％、カナダ・スウェ
ーデン58％、英国50％、イタリ
ア34％、フランス22％、日本は
18％で最下位だ。一方で、借款
ベース援助の割合を比べてみると、
日本は55％で世界のトップを占

め、次がフランスの35％だ。次
いでドイツ14％、カナダ10％、
イタリア5％、英国とスウェーデ
ン２％という序列になっている。
皮肉な言い方かもしれないが、借
款ベースの支援で日本とフランス
は突出しており、“借款援助大
国”としての知名度を高めている。
　ただ、日本とフランスとでは援
助の中身が違うという意見もある
ので、今回は日本でよく知られて
いないフランスの援助実態に焦点
を当てることにした。
　ちなみに、日本の独善的かもし
れない言い分では、借款援助は
「借りたものは必ず返す」という
自助努力の精神を育てる効用があ
り、結果として援助効果を高める
ことになると強調する。日本では
明治維新からの伝統なのか、“自
助努力の精神”が開発援助の背骨
になっている。
　一方、フランスは伝統的に“文
化”を尊重している国として、フ
ランス語の普及とフランス文化へ
の理解を深める対外協力に力を入
れている。

多くの属領も援助対象か

　それでは、フランスの対外援助
とはどういうものなのか。初め
に驚かされたことは、援助対象
の多くがフランス海外県や仏領
に集中していることである。こ
れらをフランスでは援助対象国
に組み入れている。世界はこれ
を援助として認めているのかど
うか定かではない。ところが、
日本のタイド（ひも付き）援助
が問題にされた時に、OECDの
DACでフランスの援助が問題に
なったという話は聞いたことが
ない。不可解な話である。
　例えば、インド洋のマダガスカ
ル島近くの仏領フランス海外県レ
ウニオン、カリブ海に面したラテ
ンアメリカのマルチュータ（仏
領）、南太平洋のポリネシア（仏
領）、ニューカレドニア（仏領）、
グアドループ（仏領）、ギアナ
（仏領）などもフランスの対外援
助に組み込まれている可能性が強
いという。フランスの援助で広く
知られる援助対象国は、モロッコ、

セネガル、コートジボアール、マ
ダガスカルなどアフリカ諸国であ
る。どの国も奥深くフランスの経
済利権が浸透している国々である。
　また、多くのフランス海外県や
仏領には、伝統的なフランス文化、
それにフランス語の普及のみなら
ず、パリに負けないくらいのフラ
ンス料理などが浸透し、パリっ子
の高級避暑地として重宝がられて
いる。そして、同時に国際的な観
光地としてフランスの外貨稼ぎの
担い手にもなっている。
　そのために、島々への道路、港
湾などインフラ整備にも多くの開
発資金が投入されているようだが、
これらインフラ整備投資もフラン
スの対外援助にカウントされてい
るのではないかと、疑いの目で見
る人々もいる。
　一方、フランスと好対象の英国
の場合、英領ジブラルタル、セン
トヘレナ、フォークランド諸島な
どは表向き援助対象とせず、世界
最大の旧宗主国らしく、インドを
はじめバングラデシュ、マレーシ
ア、ケニア、ザンビア、スーダン、
パキスタン、ガーナ、タンザニア、
マラウィなどを主な援助対象国と
し、英国の過去のいろいろな権益
が守られている。

似た者同士の日仏か

　話は変わって、フランスの首都
パリには、先進国の援助総本山と
も言うべきOECDにDACが置か
れて、先進国の途上国援助をリー
ドし、その在り方を議論してきた。
　かつて、日本は1970年代に
「ヒモ付き援助」とか、「輸出振

興型援助とか、厳しく批判される
時代があった。当時、OECD通
商会議でも「ヒモ付き貿易」「ヒ
モ付き輸出」と日本の円借款協力
が厳しく批判され、会議に出席し
た当時の通産省官僚は疲労困憊し
ていた。
　当時、新参者の日本は欧米諸国
によるタイド援助批判にひたすら
耐え抜いていた。そういう過去を
思い出しながら、フランスの援助
を深堀りしてみると、どう見ても、
フランスが日本の援助（ODA）
をヒモ付き援助だと批判する立場
にあるとは言い難い。また、英国
にしても植民地時代の延長線上で
旧英連邦諸国を援助しているので
はないか。
　戦後、日本は賠償援助から本格
的な経済協力を通して、東南アジ
ア諸国連合（ASEAN）の発展に
大きく寄与してきた。ある意味で、
フランスや英国の旧植民地であっ
た東南アジア諸国を、成長路線に

乗せたのは日本だと言っても過言
ではない。日本は東南アジアの基
礎インフラの整備を援助した。そ
れは、日本企業の東南アジアへの
経済進出を手助けしたことになる
が、多くの経済協力を通して新し
い国家のインフラなどの基盤づく
りに、日本が寄与したことは明白
な事実だ。そうした中で、東南ア
ジアの旧宗主国への植民地的感情
は消えていったと言える。
　フランスはベトナム戦争をはさ
んで、東南アジアの過去の一種の
経済的権益をすべて失ったと言っ
ても過言ではない。頼りになるの
は、先に述べた海外県や多くの仏
領だけだと言えよう。
　以上、フランスの対外援助をあ
れやこれやと見てきたが、そこに
はフランスの海外領土とも言うべ
き国々への援助を通して、いわゆ
るフランス流の援助スタイルを学
習することができた。世界は、ま
さに多士済済である。
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援助国序列第４位のフランス
見えてくる内輪の事情

日仏ODAの性質比較

4位　フランス3位　日本

二国間無償

二国間技協

日本は借款（政府貸付など）の
割合が最も大きい

二国間政府貸付など

国際機関向け贈与

国際機関向け政府貸付など

（出典）OECDデータベース（2023年１月）

55%

3%

8%

18% 22%

9%

35%

31%

16%

3%

ODA規模
220億ドル

ODA規模
194億ドル







発展続けるミンダナオ～平和が導く未来への道
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“幸運”を祈られる地

　「日本が関与した平和構築の中
で、最も成功している」とも言わ
れているミンダナオ和平支援を取
材するために、筆者はミンダナオ
島のコタバト市に向かった。
　コタバト行きの航空機が出るマ
ニラ空港第２ターミナルは、フィ
リピン各地へ向かう乗客で賑わい、
リゾート地へ行く外国人観光客も
多く見られた。そんな中、フィリ
ピン航空のカウンターでチェック

インした際に印象的な出来事があ
った。受付の青年から「コタバト
からどこに行くの？ダバオ？セ
ブ？」と聞かれたのだ。仕事のた
めコタバト市内に滞在することを
伝えると、青年は少し驚いたよう
な表情を浮かべて「深くは聞かな
いけど、グッドラック」と言いな
がらチケットを差し出した。事前
にミンダナオが40年にもわたる
紛争地であったことや、長い間テ
ロなどで苦しんだ土地であること
を勉強していた筆者は、「やはり

コタバトは“グッドラック”と祈
られる地域なのだ」と感じた。
　今回訪問したミンダナオの紛争
影響地域は、日本の外務省が渡航
中止勧告を出している危険度３の
地域だ。国際協力機構（JICA）
からも、何らかの事件や事故に巻
き込まれる可能性に備えて、警備
員とドライバーと常に行動するよ
う勧められていた。こうして、
「何かとんでもないところに来て
しまったようだ」という気持ちを
抱えながら、常夏の地、ミンダナ

オでの取材が始まった。

経済成長の兆しが見える街中

　筆者が滞在したのは、バンサモ
ロ･ムスリム･ミンダナオ自治地域
（BARMM）のコタバト市。同
市は人口約3 2万人を抱える
BARMMの中心的都市だ。バン
サモロ暫定自治政府（BTA）の
政府庁舎もここに置かれている。
街の中心にはミンダナオ島有数の
大河、ミンダナオ河（リオグラン
デデミンダナオ）が通っているこ
ともあり、貿易の中継地として発
展してきた歴史ある地域だ。
　だが、住宅地の民家は長い紛争
で治安が悪化した影響か、防犯の
ための高い塀で囲われていたこと
が印象的だった。また、コタバト
市内をバイクで走行する際は、ヘ
ルメットを外すことが警察によっ
て義務化されている。というのも、
これまでミンダナオで起きた事件
やテロでは、バイクが多く使用さ
れたという。そのような背景があ
り、監視カメラにしっかりと顔を
映す必要があるそうだ。
　紛争影響地の影は確かに残って
いる。とはいえ、実際に街中を観
察すると、治安改善に伴う成長の
兆しも見られた。例えば、大型シ
ョッピングモールと併設されてい
る映画館の存在が挙げられる。
2018年にオープンしたこの映画
館の上映作品はフィリピン国内の
映画から、日本のアニメーション
映画など多種多様だ。チケットは
200ペソ（490円）で、比較的利
用しやすい価格帯だ。こうした大

きな娯楽施設
の有無は、治
安改善に伴う、
地域社会の成
長の目安とな
る。着実に発
展を遂げてい
ることがわか
った。

文化的豊かさ
を楽しむ若者

　「５～６年
前と比べると、
治安の改善に伴い経済状況も良く
なっていると実感する」。そう話
すのはコタバト市内でカフェ
「Qahua Coffe」を経営する若
手経営者、カーク・カーン氏だ。
「最近では監視カメラの設置数も
増加しており、今後も増えると聞
いている。もしかすると来年には、
国内で一番治安がいいと言われて
いるダバオ市に匹敵する数になる
のではと予想している。それに伴
い治安も改善するのではないか」
と同氏は期待感を持って話した。
　2018年にオープンしたQahua 
Coffeの注文カウンターには、豆
の種類、産地、精製方法などを注
文前に確認することができるよう
に、取り扱っているコーヒー豆の
詳細を記したホワイトボードが掲
げられている。また、提供してい
るコーヒーは一杯110ペソ（270
円）からと、決して安くはないが、
店舗利用者は多いと１日に100人
以上にもなるそうだ。取材中も、
コタバト市内の医療関係者と見ら

れる人がコーヒーをテイクアウト
していた。仕事の休憩にちょっと
贅沢なコーヒーを楽しむという、
心のゆとりもコタバト市内では広
がっているようだ。

治安改善に伴い夜間営業も

　コタバト市民の間で人気の店が
もう一軒ある。それがローニー・
アラップJr.氏とユソップ・イェ
ド・ディマポロ氏が共同で経営す
る「Greatea Smart Café」だ。
同店は“Fusion Japanese”をテ
ーマにした食事を提供するカフェ
で 、 メ ニ ュ ー に は 「 B e e f 
G y u d o n 」や「C h i c k e n 
Teriyaki」などの文字が並ぶ。内
装も、白を基調とした洗練された
デザインのインテリアが配置され
ている。また、筆者がこれまで滞
在した経験があるフランスなどで
は、強盗などの犯罪予防のために
鉄格子が設けられていることが多
いが、Greatea Smart Caféでは
店舗が鉄格子無しのガラス張りで

平和の定着と地域の発展1

バンサモロの中心地、コタバトに光
平和を土台に成長を続ける街

 コタバトのランドマーク、グランドモスク。ブルネイ王国からの部分的資金援助を受け、2011年に建設された＝写真は全て本誌編集部撮影

「Qahua Coffee」カウンター前のホワイトボードには、コーヒー豆の情報が詳細に書かれて
いる。ミンダナオ島産の豆を多く取り扱っているそうだ


